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(57)【要約】
　一実施形態において、ピクセル駆動回路は、サブピク
セル対の第１のサブピクセルによる第１のデータの受取
り及びサブピクセル対の第２のサブピクセルによる第２
のデータの受取りを可能にするための１つ以上のソース
ドライバを備え、１つ以上のソースドライバは、第１の
データを第１のサブピクセルに送り、第２のデータを第
２のサブピクセルに送る。第１のデータは第２のデータ
と異なる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法において、
　サブピクセル対の第１のサブピクセルに第１の値を、第１のソースドライバから、送る
ステップ、及び
　前記サブピクセル対の第２のサブピクセルに、前記第１の値とは異なる、第２の値を、
第２のソースドライバから、送るステップ、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記サブピクセル対の前記第１のサブピクセルが透過型サブピクセルであり、前記サブ
ピクセル対の前記第２のサブピクセルが反射型サブピクセルであることを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のソースドライバが前記第２のソースドライバと同じであることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２の値が黒電圧値であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ディスプレイパネルにおいて、
　複数のピクセルが行及び列をなして配列されているピクセルアレイであって、前記複数
のピクセルアレイの内の１つ以上のピクセルは１つ以上のサブピクセル対を含むものであ
るピクセルアレイ、
　前記サブピクセル対の第１のサブピクセルに第１の値を送るように構成された第１のロ
ジック、及び
　前記サブピクセル対の第２のサブピクセルに別の値を送るように構成された第２のロジ
ック、
を備えることを特徴とするディスプレイパネル。
【請求項６】
　前記ディスプレイパネルを、
　　前記別の値が黒電圧値である第１のモード、及び
　　前記別の値が前記第１の値と同じである第２のモード、
を含む、複数のモードで動作させるように構成されたモード選択ロジック、
をさらに備えることを特徴とする請求項５に記載のディスプレイパネル。
【請求項７】
　前記第１のロジックが、前記ピクセルアレイのそれぞれの行について２つのゲート行ド
ライバ、及び前記ピクセルアレイのそれぞれの行に次いで３つのソースドライバを有する
ことを特徴とする請求項５に記載のディスプレイパネル。
【請求項８】
　ピクセル駆動回路において、
　サブピクセル対の第１のサブピクセルによるピクセルデータの、別の値を受け取る前記
サブピクセル対の第２のサブピクセルとは独立な、受取りを可能にするための１つ以上の
ゲート行ドライバ、
　ソース線を介して前記第１のサブピクセルに前記ピクセルデータを送るためのソースド
ライバ、
　前記ソース線から前記ソースドライバを切り離すように構成されたロジック、及び
　前記サブピクセル対の前記第２のサブピクセルに前記別の値を送るように構成された値
発生ロジック、
を備えることを特徴とするピクセル駆動回路。
【請求項９】
　前記値発生ロジックが前記ソース線を介して前記第２のサブピクセルに前記別の値を送
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るように構成されることを特徴とする請求項８に記載のピクセル駆動回路。
【請求項１０】
　前記別の値が黒電圧値であることを特徴とする請求項８に記載のピクセル駆動回路。
【請求項１１】
　ピクセル駆動回路において、
　サブピクセル対の第１のサブピクセルによるデータの受取りを可能にし、前記サブピク
セル対の第２のサブピクセルによるデータの受取りを可能にするための１つ以上のゲート
行ドライバ、及び
　前記第１のサブピクセルにピクセルデータを送り、前記第２のサブピクセルにあらかじ
めプログラムされた値を送るように構成された１つ以上のソースドライバ、
を備えることを特徴とする回路。
【請求項１２】
　前記ピクセルデータ及び前記あらかじめプログラムされた値のタイミングを制御するた
めのロジック、
をさらに備えることを特徴とする請求項１１に記載の回路。
【請求項１３】
　前記１つ以上のソースドライバに前記ピクセルデータを送るためのロジック、
をさらに備えることを特徴とする請求項１１に記載の回路。
【請求項１４】
　前記ピクセル駆動回路を、
　　前記あらかじめ定められた値が黒電圧値である第１のモード、及び
　　前記１つ以上のソースドライバが前記第２のピクセルにピクセルデータを送る第２の
モード、
を含む、複数のモードで動作させるように構成されたモード選択ロジック、
をさらに備えることを特徴とする請求項１１に記載の回路。
【請求項１５】
　ピクセル駆動回路において、
　第１の電圧値を、第１のサブピクセル対の第１のサブピクセルに、与えるように構成さ
れた第１の回路、及び
　第２の電圧値を、前記第１のサブピクセル対の第１のサブピクセルに、与えるように構
成された第２の回路、
を備えることを特徴とするピクセル駆動回路。
【請求項１６】
　前記第１のサブピクセルが透過型サブピクセルであり、前記第２のサブピクセルが反射
型サブピクセルであることを特徴とする請求項１５に記載のピクセル駆動回路。
【請求項１７】
　前記第１の電圧値がピクセルデータを表し、前記第２の電圧値が黒電圧値であることを
特徴とする請求項１５に記載のピクセル駆動回路。
【請求項１８】
　ピクセル駆動回路において、
　サブピクセル対の第１のサブピクセルによるピクセルデータの、別の値を受け取る前記
サブピクセル対の第２のサブピクセルとは独立な、受取りを可能にするための１つ以上の
ゲート行ドライバ、
　１本以上のソース線を介して前記ピクセルデータ及び前記別の値を送るための１つ以上
のソースドライバ、及び
　前記１つ以上のソースドライバに前記ピクセルデータ及び前記別の値を送るように構成
されたロジック、
を備えることを特徴とするピクセル駆動回路。
【請求項１９】
　前記第１のサブピクセルが透過型サブピクセルであり、前記第２のサブピクセルが反射
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型サブピクセルであることを特徴とする請求項１８に記載のピクセル駆動回路。
【請求項２０】
　前記別の値が黒電圧値であることを特徴とする請求項１８に記載のピクセル駆動回路。
【請求項２１】
　ピクセル駆動回路において、
　サブピクセル対の第１のサブピクセルによるソース線からの第１のデータの受取りを可
能にし、さらに、前記サブピクセル対の第２のサブピクセルによる前記ソース線からの第
２のデータの受取りを可能にするための１つ以上のゲート行ドライバ、
　前記ソース線を介して前記第１のサブピクセルに第１のデータを送るためのソースドラ
イバ、及び
　前記ピクセル駆動回路の、
　　前記第２のサブピクセルが前記ソース線から前記第１のデータを受け取り、前記第２
のデータが前記第１のデータと同じである、第１のモード、または
　　前記第２のサブピクセルが、前記第１のデータとは異なる第２のデータを受け取る、
第２のモード、
を含む、複数のモードでの動作を可能にするための切換えロジック、
を備えることを特徴とするピクセル駆動回路。
【請求項２２】
　ピクセル駆動回路において、
　１つ以上のサブピクセル対の１つ以上のサブピクセルによるデータの受取りを可能にす
るためのゲート行ドライバ、
　前記１つ以上のサブピクセルに前記データを送るためのソースドライバ、及び
　前記ピクセル駆動回路を、
　　前記ゲート行ドライバがサブピクセル対の第１のサブピクセルによる前記ソースドラ
イバからの第１のデータの受取りを可能にする第１の構成、及び
　　前記ゲート行ドライバが前記サブピクセル対の第２のサブピクセルによる前記ソース
ドライバからの、前記第１のデータとは異なる、第２のデータの受取りを可能にする第２
の構成、
を含む、複数の構成で動作させるように構成された切換えロジック、
を備えることを特徴とするピクセル駆動回路。
【請求項２３】
　前記切換えロジックがさらに、前記ピクセル駆動回路を、前記ゲート行ドライバが前記
第１のサブピクセルによる前記ソースドライバからの第３のデータの受取り及び前記第２
のサブピクセルによる前記ソースドライバからの前記第３のデータの受取りを可能にする
、第３の構成で動作させるように構成されることを特徴とする請求項２２に記載のピクセ
ル駆動回路。
【請求項２４】
　ピクセル駆動回路において、
　１つ以上のソースドライバ、
　サブピクセル対の第１のサブピクセルによる前記１つ以上のソースドライバからの第１
のデータの受取りを可能にするように構成された第１のゲート行ドライバ、及び
　前記サブピクセル対の第２のサブピクセルによる前記１つ以上のソースドライバからの
、前記第１のデータとは異なる、第２のデータの受取りを可能にするように構成された第
２のゲート行ドライバ、
を備えることを特徴とするピクセル駆動回路。
【請求項２５】
　前記第１のサブピクセル対が透過型サブピクセル及び反射型サブピクセルのいずれも有
し、前記第２のサブピクセル対が透過型サブピクセル及び反射型サブピクセルのいずれも
有することを特徴とする請求項２４に記載のピクセル駆動回路。
【請求項２６】
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　ピクセル駆動回路において、
　サブピクセル対の第１のサブピクセルによる第１のデータの受取りを可能にし、前記サ
ブピクセル対の第２のサブピクセルによる、前記第１のデータとは異なる、第２のデータ
の受取りを可能にするように構成されたゲート行ドライバ、
　前記第１のデータを前記第１のサブピクセルに送るように構成された第１のソースドラ
イバ、及び
　前記第２のデータを前記第２のサブピクセルに送るように構成された第２のソースドラ
イバ、
を備えることを特徴とするピクセル駆動回路。
【請求項２７】
　前記ゲート行ドライバがさらに第２のサブピクセル対の第３のサブピクセルによる第３
のデータの受取りを可能にするように構成され、前記ピクセル駆動回路がさらに、
　前記第３のデータを前記第３のサブピクセルに送るように構成された第３のソースドラ
イバ、
を備えることを特徴とする請求項２６に記載のピクセル駆動回路。
【請求項２８】
　ピクセル駆動回路において、
　第１のソースドライバ、
　サブピクセル対の第１のサブピクセルによる前記第１のソースドライバからの第１のデ
ータの受取りを可能にするように構成された、第１のゲート行ドライバ、
　第２のソースドライバ、及び
　前記サブピクセル対の第２のサブピクセルによる、前記第１のデータとは異なる、第２
のデータの受取りを可能にするように構成された、第２のゲート行ドライバ、
を備えることを特徴とするピクセル駆動回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は全般的に液晶ディスプレイに関し、液晶ディスプレイのピクセルの透過型領域
及び反射型領域に個別にまたは一括してアドレスするための回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ(ＬＣＤ)は、ラップトップコンピュータ、ノートブックコンピュータ
、携帯電話、ハンドヘルドコンピュータ、及び様々な種類の端末及び表示ユニットのよう
な、コンピュータデバイス及び電子デバイスに広く用いられている。一般にＬＣＤは、バ
ックライト透過型ディスプレイ、反射型ディスプレイまたは半透過型ディスプレイとして
動作し、そのような構造につくられる。
【０００３】
　ＬＣＤパネルは一般に画像を表示するためのピクセルのアレイを有する。ピクセルのそ
れぞれは、多くの場合、３つ以上のサブピクセルからなり、それぞれのサブピクセルは１
つの色(例えば、赤色、青色、緑色及び、いくつかの場合に、白色光)を表示する。画像を
表示するため、ディスプレイ上の適切なピクセルに光を透過または反射させて、色フィル
タリングされているかまたはフィルタリングされていない光の反射型または透過型のサブ
ピクセルのそれぞれの通過を可能にし、画像を形成する。サブピクセルは多くの場合格子
をなして配列され、それぞれの格子における行及び列にしたがってサブピクセルにアドレ
スして、個別に調節することができる。一般に、それぞれのサブピクセルは行信号及び列
信号にしたがって制御されるトランジスタを備える。例えば、サブピクセルのトランジス
タのゲートを一般に行方向に延びるゲート線に接続することができ、サブピクセルのトラ
ンジスタのソースを一般に列方向に延びるソース線に接続することができる。多くの場合
、同じ行の複数のトランジスタのゲートが同じゲート線に接続され、同じ列の複数のトラ
ンジスタのソースが同じソース線に接続されている。
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【０００４】
　個々のサブピクセルは一般に、そのサブピクセルのトランジスタをゲート線を通じてオ
ンにし、個々のサブピクセルに該当する画像データをそのサブピクセルのソース線を通じ
て通すことによって、アドレスすることができる。ディスプレイのピクセルのそれぞれに
ついてこのアドレスプロセスを繰り返すことによって画像を形成することができ、変化す
る画像を順次に表示することによって、動画を表示することができる。
【０００５】
　いくつかのＬＣＤでは、単ピクセルが透過型領域及び反射型領域のいずれも有するが、
一般に透過型領域及び反射型領域のいずれにも同じ画像データを供給する態様でアドレス
される、半透過型ピクセルが用いられる。
【０００６】
　本節に説明される手法は実施され得た手法であるが、必ずしも以前に考えられていたか
または実施されていた手法ではない。したがって、そうではないことが示されない限り、
本節に説明される手法のいずれも、本節に含められているということだけで従来技術と見
なされると解されるべきではない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一実施形態において、方法は、第１のソースドライバからサブピクセル対の第１のサブ
ピクセルに第１の値を送るステップ及び第２のソースドライバからサブピクセル対の第２
のサブピクセルに、第１の値と異なる、第２の値を送るステップを含む。一実施形態にお
いて、サブピクセル対の第１のサブピクセルは透過型サブピクセルであり、サブピクセル
対の第２のサブピクセルは反射型サブピクセルである。一実施形態において、第１のソー
スドライバは第２のソースドライバと同じである。一実施形態において、第２の値は黒電
圧値である。
【０００８】
　一実施形態において、ディスプレイパネルは、複数のピクセルが行及び列に配置され、
複数のピクセルの内の１つ以上が１つ以上のサブピクセルを有する、ピクセルアレイ、サ
ブピクセル対の第１のサブピクセルに第１の値を送るように構成された第１のロジック、
及びサブピクセル対の第２のサブピクセルに別の値を送るように構成された第２のロジッ
ク、を備える。一実施形態において、ディスプレイパネルは、別の値が黒電圧値である第
１のモード及び別の値が第１の値と同じである第２のモードを含む複数のモードでディス
プレイパネルを動作させるように構成された、モード選択ロジックを備える。一実施形態
において、第１のロジックは、ピクセルアレイのそれぞれの行について２つのゲート行ド
ライバを有し、ピクセルアレイのそれぞれの行について３つのソースドライバを有する。
【０００９】
　一実施形態において、ピクセル駆動回路は、サブピクセル対の第１のピクセルがピクセ
ルデータを、別の値を受け取るサブピクセル対の第２のサブピクセルとは独立に、受け取
ることを可能にするための１つ以上のゲート行ドライバ、ソース線を介して第１のサブピ
クセルにピクセルデータを送るためのソースドライバ、ソースドライバをソース線から切
り離すように構成されたロジック、及びサブピクセル対の第２のサブピクセルに別の値を
送るように構成された値発生ロジックを備える。一実施形態において、値発生ロジックは
ソース線を介して第２のサブピクセルに異なる値を送るように構成される。一実施形態に
おいて、異なる値は黒電圧値である。
【００１０】
　一実施形態において、ピクセル駆動回路は、サブピクセル対の第１のサブピクセルによ
るデータの受取りを可能にし、サブピクセル対の第２のサブピクセルによるデータの受取
りを可能にするための、１つ以上のゲート行ドライバ、並びに、第１のサブピクセルにピ
クセルデータを送り、第２のサブピクセルにあらかじめプログラムされた値を送るように
構成された、１つ以上のソースドライバを備える。一実施形態において、ピクセル駆動回
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路はさらに、ピクセルデータ及びあらかじめプログラムされた値を送るタイミングを制御
するためのロジックを備える。一実施形態において、ピクセル駆動回路はさらに、１つ以
上のソースドライバにピクセルデータを送るためのロジックを備える。一実施形態におい
て、ピクセル駆動回路はさらに、あらかじめ定められた値が黒電圧値である第１のモード
及び１つ以上のソースドライバが第２のサブピクセルにピクセルデータを送る第２のモー
ドを含む複数のモードでディスプレイパネルを動作させるように構成されたモード選択ロ
ジックを備える。
【００１１】
　一実施形態において、ピクセル駆動回路は、第１のサブピクセル対の第１のサブピクセ
ルに第１の電圧値を与えるように構成された第１の回路及び第１のサブピクセル対の第２
のサブピクセルに第２の電圧値を与えるように構成された第２の回路を備える。一実施形
態において、第１のサブピクセルは透過型サブピクセルであり、第２のサブピクセルは反
射型サブピクセルである。一実施形態において、第１の電圧値はピクセルデータを表し、
第２の電圧値は黒電圧値である。
【００１２】
　一実施形態において、ピクセル駆動回路は、サブピクセル対の第１のピクセルがピクセ
ルデータを、別の値を受け取るサブピクセル対の第２のサブピクセルとは独立に、受け取
ることを可能にするための１つ以上のゲート行ドライバ、１本以上のソース線を介してピ
クセルデータ及び別の値を送るための１つ以上のソースドライバ、ソースドライバをソー
ス線から切り離すように構成されたロジック、並びに１つ以上のソースドライバにピクセ
ルデータ及び別の値を送るように構成されたロジックを備える。一実施形態において、値
発生ロジックはソース線を介して第２のサブピクセルに別の値を送るように構成される。
一実施形態において、第１のサブピクセルは透過型サブピクセルであり、第２のサブピク
セルは反射型サブピクセルである。一実施形態において、異なる値は黒電圧値である。
【００１３】
　一実施形態において、ピクセル駆動回路は、サブピクセル対の第１のサブピクセルがソ
ース線から第１のデータを受け取ることを可能にし、さらにサブピクセル対の第２のサブ
ピクセルがソース線から第２のデータを受け取ることを可能にするための、１つ以上のゲ
ート行ドライバ、ソース線を介して第１のデータを第１のサブピクセルに送るためのソー
スドライバ、第１のサブピクセルがソース線から第１のデータを受け取り、第２のデータ
が第１のデータと同じである第１のモード、または第２のサブピクセルが第１のデータと
は異なる第２のデータを受け取る第２のモードを含む、複数のモードでピクセル駆動回路
が動作することを可能にする切換えロジックを備える。
【００１４】
　一実施形態において、ピクセル駆動回路は、１つ以上のサブピクセル対の１つ以上のサ
ブピクセルがデータを受け取ることを可能にするためのゲート行ドライバ、この１つ以上
のサブピクセルにデータを送るためのソースドライバ、ゲート行ドライバがサブピクセル
対の第１のサブピクセルによるソースドライバからの第１のデータの受取りを可能にする
第１の構成、及びゲート行ドライバがサブピクセル対の第２のサブピクセルによるソース
ドライバからの、第１のデータとは異なる、第２のデータの受取りを可能にする第２の構
成を含む、複数の構成でピクセル駆動回路を動作させるように構成された切換えロジック
を備える。一実施形態において、切換えロジックはさらに、ゲート行ドライバが第１のサ
ブピクセルによるソースドライバからの第３のデータの受取り及び第２のサブピクセルに
よるソースドライバからの第３のデータの受取りを可能にする、第３の構成でピクセル駆
動回路を動作させるように構成される。
【００１５】
　一実施形態において、ピクセル駆動回路は、１つ以上のソースドライバ、サブピクセル
対の第１のサブピクセルによる１つ以上のソースドライバからの第１のデータの受け取り
を可能にするように構成された第１のゲート行ドライバ、及びサブピクセル対の第２のサ
ブピクセルによるソースドライバからの、第１のデータとは異なる、第２のデータの受け
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取りを可能にするように構成された第２のゲート行ドライバを備える。一実施形態におい
て、第１のサブピクセル対は透過型サブピクセル及び反射型サブピクセルの両者からなり
、第２のサブピクセルは透過型サブピクセル及び反射型サブピクセルの両者からなる。
【００１６】
　一実施形態において、ピクセル駆動回路は、サブピクセル対の第１のサブピクセルによ
る第１のデータの受取りを可能にし、サブピクセル対の第２のサブピクセルによる、第１
のデータとは異なる、第２のデータの受取りを可能にするように構成されたゲート行ドラ
イバ、第１のデータを第１のサブピクセルに送るように構成された第１のソースドライバ
及び第２のデータを第２のサブピクセルに送るように構成された第２のソースドライバを
備える。一実施形態において、ゲート行ドライバはさらに第２のサブピクセル対の第３の
サブピクセルによる第３のデータの受取りを可能にするように構成され、ピクセル駆動回
路はさらに第３のデータを第３のサブピクセルに送るように構成された第３のソースドラ
イバを備える。
【００１７】
　一実施形態において、ピクセル駆動回路は、第１のソースドライバ、サブピクセル対の
第１のサブピクセルによる第１のソースドライバからの第１のデータの受取りを可能にす
るように構成された、第１のゲート行ドライバ、第２のソースドライバ、及びサブピクセ
ル対の第２のサブピクセルによる、第１のデータとは異なる、第２のデータの受取りを可
能にするように構成された、第２のゲート行ドライバを備える。
【００１８】
　本発明は添付図面の図に、限定としてではなく、例として示される。図において同様の
参照数字は同様の要素を指す。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、合わせて６つのサブピクセルになる、３サブピクセル対からなるピクセ
ルに対するピクセルレイアウトの一例を示す。
【図２】図２はＬＣＤパネルのピクセルにピクセルデータを送るための回路またはシステ
ムを示す。
【図３】図３はＬＣＤパネルのピクセルにピクセルデータを送るための回路またはシステ
ムを示す。
【図４】図４はＬＣＤパネルのピクセルにピクセルデータを送るための回路またはシステ
ムを示す。
【図５】図５は透過型領域及び反射型領域を含むサブピクセルを有するピクセルを示す。
【図６】図６は透過型サブピクセル及び反射型サブピクセルを有する内部多重化サブピク
セル対を示す。
【図７】図７は透過型サブピクセル及び反射型サブピクセルを有するサブピクセル対を示
す。
【図８】図８は、ソース線を単一の電圧に設定し、いずれのゲート線もイネーブルにする
ことにより、サブピクセル対に同じ値を送ることができる、３Ｓ-２Ｇ回路を示す。
【図９】図９は「インターリーブサブピクセル」構成を示す。
【図１０ａ】図１０ａはタイプ指定ゲート線を有するピクセル回路を示す。
【図１０ｂ】図１０ｂはタイプ無指定ゲート線を有するピクセル回路を示す。
【図１１】図１１は６Ｓ-１Ｇ回路の一例を示す。
【図１２】図１２は反射型サブピクセル及び透過型サブピクセルに対してそれぞれのゲー
ト線を有する６Ｓ-２Ｇ回路を示す。
【図１３】図１３はいくつかの構成において実施することができる１Ｓ-６Ｇ回路を示す
。
【図１４】図１４は反射型サブピクセルと透過型サブピクセル同時に駆動する２Ｓ-３Ｇ
回路を示す。
【発明を実施するための形態】
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【００２０】
　以下の記述においては、説明の目的のため、数多くの特定の詳細が本発明の完全な理解
を提供するために述べられる。しかし、これらの特定の詳細がなくとも本発明が実施され
得ることは理解されるであろう。本発明を不必要に曖昧にしないために、周知の構造及び
デバイスはブロック形態で示される場合がある。
【００２１】
　ピクセルレイアウト及び動作モード
　図１は、合わせて６つのサブピクセルになる、３サブピクセル対からなるピクセルに対
するピクセルレイアウトの一例を示す。ピクセルは３つの反射型サブピクセル１１０，１
２０，１３０及び３つの透過型サブピクセル１１５，１２５，１３５からなる。それぞれ
のサブピクセルに１つの、６つのトランジスタ(図示せず)をピクセルの反射型領域１１０
，１２０，１３０の下側に配置することができる。２本のゲート線１４１，１４２が反射
型領域１１０，１２０，１３０の下側を水平方向に通ることができる。ゲート線の内の１
本、例えばゲート線１４１は透過型サブピクセル１１５，１２５，１３５に接続され、本
開示を通して透過型ゲート線と称される。ゲート線の内の１本、例えばゲート線１４２は
サブピクセルの反射型領域に接続され、本開示を通して反射型ゲート線と称される。ソー
ス線１５１，１５２，１５２が垂直方向に、サブピクセルの光能動領域の間のピクセル間
スペースにある程度または完全に隠れて、通ることができる。ピクセルの透過型領域１１
５，１２５，１３５にある「ノッチ」はソース線の垂直方向ルートを示す。これらの配線
は透過型領域１１５，１２５，１３５の一部を遮蔽し得る。
【００２２】
　本明細書に説明される手法は単ピクセルの透過型領域１１５，１２５，１３５及び反射
型領域１１０，１２０，１３０に判明な画像値を与えるために提供され、いくつかの利点
を有する。例えば、図１に示されるようなピクセル構成において、反射型サブピクセル１
１０，１２０，１３０が全て黒画像データで駆動され、透過型サブピクセル１１５，１２
５，１３５が任意の画像データで駆動されていれば、実効的にパネルは純粋に透過モード
で動作しており、透過型ＬＣＤの形態をとる。反射型サブピクセル１１０，１２０，１３
０は、黒に駆動されていれば、視聴者が見る画像にほとんどまたは全く寄与しない。黒電
圧値とも称される黒画像データは、特定の液晶材料及び動作モードに対して、特定のサブ
ピクセルを暗または黒に見せるように液晶材料を調整するであろう、電圧または一連の電
圧である。サブピクセルの黒状態を維持するため、「黒電圧」は、単一のＤＣ電圧ではな
く、時間変化する必要があり得る。
【００２３】
　透過型領域１１５，１２５，１３５及び反射型領域１１０，１２０，１３０が同じ画像
データで駆動されていれば、パネルは、パネルのバックライトが点灯されている場合に、
半透過型パネルの形態をとることができる。バックライトが消灯されている場合は、透過
するバックライト光がないから、ディスプレイの透過型領域は黒になり、ディスプレイを
純粋に反射型パネルであるかのように挙動させる。
【００２４】
　ディスプレイが純粋に透過モードで動作している場合、赤色サブピクセル１１５，緑色
サブピクセル１２５，青色サブピクセル１３５に異なる画像データを与えることにより、
純赤色、純緑色及び純青色以外の様々な色をつくり出すことが可能になる。同様に、半透
過モードまたは反射モードで動作している場合、反射型領域１１０，１２０，１３０を、
赤色、緑色及び青色の画像データの何らかの関数である画像データで駆動することができ
る。例えば、上述したように、６サブピクセルからなるピクセルにおいて、反射型サブピ
クセル１１０，１２０，１３０はそれぞれ透過型サブピクセル１１５，１２５，１３５と
対になることができ、対の両サブピクセルを同じ画像データで駆動することができる。こ
の実施形態において、見られる画像の反射部分は見られる画像の透過部分と相対強度では
同様または同等であろう。
【００２５】
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　別の実施形態は、単一ピクセルの反射型サブピクセル１１０，１２０，１３０の全てに
同じ値を送ることである。例えば、入りの、赤色画像値、緑色画像値及び青色画像値から
一ピクセルに対する複合単「輝度」値を計算することが可能である。単一ピクセルの反射
型サブピクセル１１０，１２０，１３０の全てにこの計算された輝度値を送ることができ
るであろう。この実施形態において、見られている画像の反射部分１１０，１２０，１３
０は元のフルカラー画像の輝度と同様になるであろう。これは、反射型サブピクセル１１
０，１２０，１３０がカラーフィルタで全くまたはある程度しか覆われておらず、したが
ってグレイスケール画像がつくられる場合に特に有用であり得る。
【００２６】
　一ピクセルあたり３つの反射型サブピクセルを有するピクセル構成において、反射型サ
ブピクセルがカラーフィルタで全くまたはある程度しか覆われていなければ、反射モード
及び半透過モードにおいて解像度が高められた画像をつくることができる。例えば、純反
射モードにおいて、反射型サブピクセル１１０，１２０，１３０に異なる値を送ることが
できる。一ピクセルあたり３つの反射型サブピクセル１１０，１２０，１３０があるから
、ＬＣＤは、透過型サブピクセル１１５，１２５，１３５だけを用いた解像度に比較して
３倍のピクセル解像度で画像を表示することができる。
【００２７】
　コンピュータまたはディスプレイドライバが、透過型サブピクセル１１５，１２５，１
３５とは独立な、反射型サブピクセル１１０，１２０，１３０へのピクセルデータの送達
をサポートすることができる。単一パネルが純透過型パネル、純反射型パネルまたは半透
過型パネルとして動作できる能力は、異なるタイプの画像コンテンツを見るため、または
異なる視聴環境において、有用であり得る。
【００２８】
　図１の６サブピクセル構成は一実施形態例である。例えば、３つの透過型サブピクセル
及び１つの反射型サブピクセルを有するピクセルを用いることもできるであろう。
【００２９】
　透過型、反射型及び半透過型ＬＣＤピクセルのための回路
　一実施形態において、ＬＣＤはＬＣＤピクセルの透過型領域と反射型領域の独立なアド
レスを提供する回路によって駆動される半透過型ピクセルを備える。単一のサブピクセル
を透過型領域及び反射型領域に分離するため、一実施形態において、「サブピクセル対」
を用いて、赤色、緑色及び青色のサブピクセル並びにそれぞれに付帯する反射型領域を形
成することができる。
【００３０】
　図７は透過型サブピクセル及び反射型サブピクセルからなるサブピクセル対の一例を示
す。一実施例において、ピクセルは３つの、図７に示されるサブピクセル対のような、サ
ブピクセル対からなる。それぞれのサブピクセルは、(サブピクセルの全てまたは一部に
重なる色フィルタによって)色付けすることができ、あるいは(サブピクセルに重なるフィ
ルタが全くまたはほとんどない)グレイスケールとすることができる。本実施形態におい
て、１つのピクセルは(赤色、緑色及び青色の透過型領域のそれぞれに１つと反射型領域
に３つの)６つの電気的に分離されたストレージノードを有する。
【００３１】
　６つのストレージノードは、それぞれのストレージノードへのアクセスを制御するため
の１つ以上のトランジスタ７０３，７０４を用いて電気的に分離することができる。分離
トランジスタ７０３，７０４を制御するために様々な電気接続トポロジーが可能である。
一般に、それぞれのトランジスタ７０３，７０４は、ゲート線７０５，７０６、ソース線
７０７、及びストレージノード７０１，７０２に接続されるであろう。図７は、透過型ス
トレージノードへのアクセスに１つのトランジスタ７０３のゲート接続７０９を用い、反
射型ストレージノードへのアクセスに１つのトランジスタ７０４のゲート接続７１０を用
いる、実施形態を示す。ゲート配線７０５，７０６は電気的に分離されているが、ソース
接続７１１，７１２は同じソース配線７０７に接続される。他の実施形態が可能であり、
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以下で論じられる。
【００３２】
　ピクセル駆動回路要件
　様々なピクセル回路の設計及び構成が可能であり、ピクセル駆動回路の構成はそのよう
な様々なピクセル設計によって影響を受ける。さらに、透過型サブピクセルと反射型サブ
ピクセルが相異なる値で駆動され得る一実施形態においては、純反射モードでのディスプ
レイの動作を可能にするために、反射型サブピクセルの全てに黒電圧値を送り得ることが
望ましい。
【００３３】
　一実施形態において、回路ロジックは、サブピクセル対の第１のサブピクセルに第１の
値を第１のソースドライバから送るステップ及びサブピクセル対の第２のサブピクセルに
、第１の値と異なる、第２の値を第２のソースドライバから送るステップを含む、ピクセ
ル駆動方法を実施することができる。一態様において、サブピクセル対の第１のサブピク
セルは透過型サブピクセルであり、サブピクセル対の第２のサブピクセルは反射型サブピ
クセルである。別の態様において、第１のソースドライバは第２のソースドライバと同じ
である。また別の態様において、第２の値は黒電圧値である。そのような駆動方法を実施
するための特定の例が、本明細書で図２及び図３に関してさらに説明される。
【００３４】
　複数のピクセル駆動回路実施形態が以下で論じられ、続いてそのようなまたは別のピク
セル駆動回路に適用することができるピクセル構成例の詳細が論じられる。様々なピクセ
ル実施形態をピクセル駆動回路／システム実施形態のそれぞれに提供することができる。
【００３５】
　黒電圧発生器を備えるピクセル駆動回路
　図２は、ＬＣＤパネルのピクセルにピクセルデータを送るための回路またはシステムの
ブロック図を示す。回路は、特定の行上の反射型サブピクセルに対する１本のゲート線及
び同じ行上の透過型サブピクセルに対する１本のゲート線からなるゲート線対２１１を用
いる。図はＸ列×Ｙ行ピクセルアレイ２０５のための回路を示す。本例におけるピクセル
のそれぞれは図１に関して説明したように構成することができ、(赤色、緑色及び青色の)
３つの透過型サブピクセル及び３つの反射型サブピクセルで構成することができる。しか
し、本明細書に説明される技法がそのような構成に限定されないことは当然である。例え
ば３つの透過型サブピクセル及び１つの反射型サブピクセルを含むピクセルレイアウトを
用いることもできるであろう。
【００３６】
　図２の実施形態は複数のゲート行ドライバ２１０を備える。一構成において、システム
は、透過型サブピクセルのそれぞれの行について１つのゲート行ドライバ２１０を有し、
反射型サブピクセルのそれぞれの行について１つのゲート行ドライバを有するであろう。
すなわち、ピクセルアレイ２０５の総行数がＹであれば、回路は２Ｙのゲート行ドライバ
２１０を実装するであろう。ゲート行ドライバ２１０のそれぞれはゲート線２１１により
ピクセルアレイ２０５に接続される。それぞれの行は反射型ゲート線及び透過型ゲート線
のいずれも有するであろう。それぞれの行に対し、第１のゲート行ドライバ２１０は透過
型ゲート線を介して透過型サブピクセルをイネーブルにし、第２のゲート行ドライバ２１
０は反射型ゲート線を介して反射型ピクセルをイネーブルにする。
【００３７】
　図２の実施形態はさらに複数のソースドライバ２２０を備える。一構成において、シス
テムはピクセルの列のそれぞれのサブピクセル列について１つのソースドライバを有する
であろう。すなわち、ピクセルアレイ２０５の列数がＸであれば、回路は３Ｘのソースド
ライバを実証するであろう。３つのソースドライバ２２０のそれぞれはソース線２２１に
よりピクセルアレイに接続される。
【００３８】
　図２の実施形態はさらに、ソースドライバ２２０とは逆の側でそれぞれのソース線２２
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１に接続された「フラッシュクリア」トランジスタ２２５，フラッシュクリアトランジス
タ２２５を介してソース線２２１に接続された黒電圧発生器２３０，タイミングロジック
回路２２５，及び(本開示を通して「ＴＣＯＮ」とも称される)タイミングコントローラ２
４０を備える。いくつかの実施形態において、タイミングロジック２３５及びＴＣＯＮ２
４０は共通回路に統合される。
【００３９】
　パネルを透過モードで動作させるため、第１の行の透過型ゲートドライバが第１の行の
透過型ゲートをイネーブルにし、所望の色を発生させるための所望の電圧セットをソース
ドライバ２２０が第１の行の透過型サブピクセルに送る。タイミングロジック２３５がソ
ースドライバ２２０をソース線２２１から切り離す。第１の行の反射型ゲートをいったん
イネーブルにするためにゲートドライバ２１０をクロックし、「フラッシュクリア」トラ
ンジスタ２２５を介して黒電圧発生器２３０をソース線２２１に接続する。次いで、黒電
圧発生器２３０が反射型サブピクセルを黒電圧値に設定する。次いで、タイミングロジッ
ク２３５が次の行の反射型ゲートをいったんイネーブルにするためにゲートドライバ２１
０をクロックする。このプロセスがピクセルアレイ２０５のそれぞれの行について繰り返
される。
【００４０】
　パネルを半透過モードで動作させるため、それぞれのサブピクセル対の反射型サブピク
セルは透過型サブピクセルと同じ値を受け取る。このモードにおいては、黒電圧発生器２
３０及び「フラッシュクリア」トランジスタ２２５を用いる必要がない。第１の行に対し
、ゲートドライバ２１０が第１の行の反射型ゲートをイネーブルにし、所望の色を発生さ
せるための所望の電圧セットをソースドライバ２２０が第１の行の透過型サブピクセルに
送る。ＴＣＯＮ２４０がゲートドライバ２１０をクロックして第１の行の反射型ゲートを
イネーブルにし、ソースドライバ２２０が透過型サブピクセルと同じ電圧を反射型サブピ
クセルに送る。このプロセスがピクセルアレイ２０５のそれぞれの行について繰り返され
る。半透過モードにおける電力消費を抑えるため、本開示の技法は黒電圧発生器をスタン
ドバイモードにおくステップを含む。
【００４１】
　パネルを反射モードで動作させる場合、バックライトが消灯されるから、透過型サブピ
クセルにかかる電圧は関係ない。ディスプレイは３Ｘ×Ｙ反射型デバイスとして動作する
であろう。ディスプレイは半透過モードの場合と同じ態様で駆動することができる。
【００４２】
　多モードソースドライバによるピクセル駆動
　図３は、ＬＣＤパネルのピクセルにピクセルデータを送るための回路またはシステムの
ブロック図を示す。本回路は、反射型サブピクセルについての１本のゲート線及び透過型
サブピクセルについての１本のゲート線からなるゲート線対を用いる。図は、Ｘ列×Ｙ行
ピクセルアレイ３０５に対する回路を表す。本例のそれぞれのピクセルは図１に関して説
明したように構成され、(赤色、緑色及び青色の)３つの透過型サブピクセル及び３つの反
射型サブピクセルで構成される。しかし、本明細書に説明される技法がそのような構成に
限定されないことは当然である。例えば３つの透過型サブピクセル及び１つの反射型サブ
ピクセルを含むピクセルレイアウトを用いることもできるであろう。
【００４３】
　図３の実施形態は、ピクセルアレイ３０５の総行数がＹであれば回路が２Ｙのゲート行
ドライバ３１０を実装するであろうように、それぞれのピクセル行について２つのゲート
行ドライバ３１０を備える。２つのゲート行ドライバ３１０のそれぞれはゲート線３１１
によりピクセルアレイ３０５に接続される。それぞれの行は反射型ゲート線及び透過型ゲ
ート線のいずれも有するであろう。それぞれの行に対し、第１のゲート行ドライバは透過
型ゲート線を介して透過型サブピクセルをイネーブルにし、第２のゲート行ドライバは反
射型ゲート線を介して反射型ピクセルをイネーブルにする。図３の実施形態はさらに、一
ピクセルの３つの透過型／反射型サブピクセル対のそれぞれに次いで１つのソースドライ
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バを有する、多モードソースドライバ３２０を備える。ピクセルアレイの列数がＸであれ
ば、回路は３Ｘのソースドライバ３２０を実装するであろう。３Ｘのソースドライバ３２
０のそれぞれはソース線３２１によりピクセルアレイ３０５に接続される。
【００４４】
　本実施形態において、ソースドライバ３２０は、正規のピクセルデータに加えて、１つ
以上のあらかじめプログラムされたピクセル値を与えることができる能力を有する。ソー
スドライバ３２０はＴＣＯＮ３４０からの入りピクセルデータとあらかじめプログラムさ
れた値の間で切り換えることができる。データラインの末尾毎にタイミングロジック３３
５がＴＣＯＮ３４０によってトリガされる。タイミングロジック３３５が、あらかじめプ
ログラムされた値の内の１つを用いるために、多モードソースドライバ３２０を切り換え
る。例えば、あらかじめプログラムされた値は、反射型ピクセルに黒電圧値を送るために
用いることができる、黒ピクセル値とすることができるであろう。
【００４５】
　パネルを透過モードで動作させるため、第１の行の透過型ゲートドライバ３１０が第１
の行の透過型ゲートをイネーブルにし、所望の色を発生させるための所望の電圧セットを
ソースドライバ３２０が第１の行の透過型サブピクセルに送る。ＴＣＯＮ３４０がゲート
ドライバ３１０をクロックして反射型ゲートドライバをイネーブルにする。データライン
の末尾毎にタイミングロジック３３５がＴＣＯＮ３４０によってトリガされ、タイミング
ロジック３５５は多モードソースドライバ３２０に信号を送って、あらかじめプログラム
された値を反射型サブピクセルに送らせることができる。ＴＣＯＮ３４０はゲートドライ
バ３１０をクロックして次の行の透過型サブピクセルをイネーブルにし、多モードソース
ドライバ３２０に信号を送って、正規のピクセルデータ値を透過型サブピクセルに送らせ
る。ピクセルアレイ３０５のそれぞれの行についてこのプロセスが繰り返される。
【００４６】
　パネルを半透過モードで動作させるため、それぞれの対の反射型サブピクセルが透過型
サブピクセルと同じ値を受け取る。このモードにおいて、ソースドライバ３２０の多モー
ド能力は用いられない。ゲートドライバ３１０は、透過型ゲート及び反射型ゲートを同時
にイネーブルにするため、２倍幅パルスを用いることができる。ゲートドライバのシフト
レジスタによる２倍幅パルス使用手法は、透過型サブピクセル及び反射型サブピクセルに
同じソース電圧値が送られる、本明細書に説明される他の方式及びモードに適用すること
ができる。しかし、この構成には２倍幅パルスが用いられる必要はない。
【００４７】
　パネルを反射モードで動作させるためには、バックライトが消灯されているから、透過
型サブピクセルにかかる電圧は関係ない。ディスプレイは３Ｘ×Ｙ反射型デバイスとして
動作することができる。ディスプレイは半透過モードの場合と同じ態様で駆動することが
できる。
【００４８】
　共有ソース線回路のための繰返しスキャン
　図４はＬＣＤパネルにピクセルデータを送るための回路またはシステムのブロック図を
示す。本システムはゲート線４１１によりゲート行ドライバ４１０に接続されたピクセル
アレイ４０５を備え、ゲート線４１１の本数はピクセルアレイの行数(Ｙ)にピクセルあた
りのゲート数(Ｇ)を乗じた数に等しい。本システムはさらに、ソース線４２１によりピク
セルアレイ４０５に接続されたソースドライバ４２０を備え、ソース線４２１の本数はデ
ィスプレイの列数(Ｘ)にピクセルあたりのソース線本数(Ｓ)を乗じた数に等しい。ＴＣＯ
Ｎ４４０がソースドライバ４２０にピクセルデータを送り、ソースドライバ４２０がピク
セルデータに基づいてピクセルアレイ４０５のサブピクセルに所望の電圧セットを送る。
パネルの動作モードに応じて、ＴＣＯＮ４４０はソースドライバ４２０に黒ピクセル値を
与えることもできる。Ｇ及びＳの値は図４に示される回路の様々な実施形態に対して変わ
ることができる。
【００４９】
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　例えば、一実施形態において、ピクセルあたり３本のソース線(それぞれのＲＧＢ/ｋ１
ｋ２ｋ３サブピクセル対に対して１本)及びピクセルあたり２本のゲート線(透過型サブピ
クセルに対して１本及び反射型サブピクセルに対して１本)があるであろう。そのような
回路は３Ｓ-２Ｇ回路と称される。３Ｓ-２Ｇピクセル実施形態の例の詳細は図８，図１０
ａ及び図１０ｂに示され、以下で論じられる。
【００５０】
　３Ｓ-２Ｇ回路を有するパネルを透過モードで動作させる場合、ソースドライバ４２０
が透過型サブピクセルに画像データを与えることができるように、ＴＣＯＮ４４０がゲー
ト行ドライバ４１０にある行の透過型サブピクセルを初めにイネーブルにさせる。次いで
、ソースドライバが反射型サブピクセルに、黒電圧値のような、あらかじめプログラムさ
れた値を与えることができるように、ＴＣＯＮ４４０がゲート行ドライバ４１０に同じ行
の反射型サブピクセルをイネーブルにさせる。ピクセルデータ及び黒電圧値がＴＣＯＮ４
４０によりソースドライバ４２０に与えられる。ピクセルアレイ４０５の全ての行がアド
レスされるまでこのプロセスを繰り返すことができる。
【００５１】
　３Ｓ-２Ｇ回路を有するパネルを半透過モードで動作させる場合、それぞれの対の反射
型サブピクセルに透過型サブピクセルと同じ値または独立な値を与えることができる。ゲ
ート行ドライバ４１０はある行の透過型サブピクセル及び反射型サブピクセルを同時に２
倍幅パルスによりイネーブルにすることができる。半透過モードにおいて、ＴＣＯＮ４４
０はソースドライバ４２０にピクセルデータだけを送り、黒ピクセル値は送らない。ピク
セルアレイ４０５の全ての行がアドレスされるまでこのプロセスを繰り返すことができる
。それぞれの対の反射型サブピクセルに透過型サブピクセルと同じ値または独立な値を与
えることが全ての実施形態で必要であるとは限らない。透過型サブピクセルと反射型サブ
ピクセルに個別にアドレスできることにより、透過モードにおいて異なる値を送ることが
できる能力が与えられる。例えば、３つの透過型サブピクセル及び１つの反射型サブピク
セルを有する実施形態において、反射型サブピクセル値を３つの透過型サブピクセル値の
関数とするか、あるいは何か別の独立な値とすることができる。
【００５２】
　３Ｓ-２Ｇ回路を有するパネルを反射モードで動作させる場合、バックライトが消光さ
れているから透過型サブピクセルにかかる電圧は関係ない。その他の点については、ディ
スプレイは透過モードと同じに駆動される。
【００５３】
　図４に示されるシステムの別の実施形態において、いずれの行のピクセルの透過型サブ
ピクセル領域及び反射型サブピクセル領域も独立ソース線４２１及び共有ゲート線４１１
を有することができる。例えば、ピクセルあたり６本(それぞれのＲＧＢ反射型サブピク
セルについて１本及びそれぞれの透過型ピクセルについて１本)のソース線及び１本のゲ
ート線(６つのサブピクセルの全てが同じゲート線を共有する)があるであろう。そのよう
な回路は６Ｓ-１Ｇ回路と称される。６Ｓ-１Ｇ回路を有するパネルを透過モードで動作さ
せる場合、ＴＣＯＮ４４０がソースドライバ４２０にピクセルデータ及び黒ピクセル値を
送ることができ、ソースドライバ４２０は６つのサブピクセルに、反射型サブピクセルに
対しては黒電圧値を、透過型サブピクセルに対してはピクセルデータを、与えることがで
きる。６Ｓ-１Ｇ回路を有するパネルを半透過モードまたは反射モードで動作させるため
には、様々なサブピクセルに与えられている電圧だけしか変える必要はない。
【００５４】
　別の実施形態において、６Ｓ-２Ｇ回路または１Ｓ-６Ｇ回路のような構成を実施するこ
とができる。例えば、６Ｓ-２Ｇ回路は、上述した６Ｓ-１Ｇ回路の構造及び動作特性を有
することができ、さらに反射型サブピクセルの独立制御を有する。別の例として、１Ｓ-
６Ｇ構成を有するピクセルを用いて透過モードで動作しているディスプレイでは、１つの
列に赤色サブピクセル値だけ、次いで緑色ピクセル値だけ、次いで青色ピクセル値だけを
与え、次いでその行の反射型サブピクセルに対する黒電圧値を与えることができる。
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【００５５】
　変型
　これまでに論じた回路のいくつかの変型を実施することができる。例えば、図５は透過
型サブピクセル領域(Ｒ,Ｇ,Ｂ)及び反射型サブピクセル領域(ｋ１,ｋ２,ｋ３)からなるピ
クセルの略図を示す。図５の実施形態では、反射型ゲート線５０３または透過型ゲート線
５０４を包括外部ゲート入力５０１で制御することによりゲート行ドライバ数が半減され
る。いくつかの実施形態において、制御はディスプレイガラス上に大寸駆動トランジスタ
を配することによって達成される。この回路では、活線の反射型サブピクセル(ｋ１,ｋ２
,ｋ３)がアドレスされることになった場合、シフトレジスタをクロックする代わりに、モ
ード選択信号が切り換えられて、反射型ゲート行ライン５０３をゲート入力５０１に接続
し、透過型ゲート電５０４を低電圧に接続する。この手法では、ゲート行ドライバ数は半
減するが、包括モード選択信号５０２が付加される。モード選択信号５０２の発生及びタ
イミングは、外部タイミングロジックコントローラにより、あるいはＴＣＯＮにおいて内
部で、行うことができる。
【００５６】
　所望の動作モードに依存して、第１のスイッチ５０５ａを閉じ、第２のスイッチ５０５
ｂを開いて、透過型サブピクセル領域(Ｒ,Ｇ,Ｂ)だけをイネーブルにすることができる。
第１のスイッチ５０５ａを開き、第２のスイッチ５０５ｂを閉じれば、反射型サブピクセ
ル領域(ｋ１,ｋ２,ｋ３)だけをイネーブルにすることができる。第１のスイッチ５０５ａ
及び第２のスイッチ５０５ｂのいずれも閉じれば、反射型サブピクセル領域(ｋ１,ｋ２,
ｋ３)及び透過型サブピクセル領域(Ｒ,Ｇ,Ｂ)を同時にイネーブルにすることができる。
【００５７】
　内部多重化ソース構成
　図６は透過型サブピクセル６５１及び反射型サブピクセル６５２を有する内部多重化サ
ブピクセル対の図を示す。反射型ソース線６０１は半透過型挙動を可能にするために内部
トランジスタによって２つの入力源の内の１つに接続される。反射型ソース線６０１は、
外部黒電圧発生器６３０または対応する透過型サブピクセル６５１のソース線６２１に接
続される。スイッチＳ１が開かれ、スイッチＳ２が閉じられると、反射型サブピクセル６
５２には透過型サブピクセル６５１と同じ電圧が与えられ、半透過モードまたは透過モー
ドで用いることができる。Ｓ１が閉じられ、Ｓ２が開かれると、黒電圧発生器６３０から
供給される電圧が反射型サブピクセル６５２に与えられる。
【００５８】
　ピクセルのための回路トポロジー例
　図８は３Ｓ-２Ｇ回路の例を示す。ソース線８２１ａ～８２１ｃを特定の電圧セットに
設定し、ゲート線８１１ａ～８１１ｃのいずれもイネーブルにすることによって、サブピ
クセル対Ｒ／ｋ１に同じ値を送り、サブピクセル対Ｇ／ｋ２に同じ値を送り、サブピクセ
ル対Ｂ／ｋ３に同じ値を送ることができる。ゲート線８１１ａ～８１１ｃは、最高速度で
同時にいずれのサブ行も駆動するために同時に、または外部回路を簡単にするために順次
に、イネーブルにすることができる。
【００５９】
　サブピクセル対は、第１のゲート線８１１ａをイネーブルにしてソース線８２１ａ～８
２１ｃに特定の電圧セットを送り、次いで第２のゲート線８１１ｂをイネーブルにしてソ
ース線８２１ａ～８２１ｃに第２の特定の電圧セットを送ることにより、独立に駆動する
こともできる。
【００６０】
　アレイ全体の一タイプのサブピクセルの全てを、他のタイプのアブピクセルのいずれか
を更新する前に、更新することができる。例えば、ディスプレイにわたって１パスで全て
の透過値を与え、次いで全ての反射型ピクセルを同じ電圧で同時に駆動することが望まし
い場合があり得る。例えば、純透過モードにおいて、全ての反射型ピクセルを黒に駆動す
ることができる。この更新技法を用いれば、電力または速度の最適化が可能になり得る。
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【００６１】
　別の実施形態において、ゲート線８１１ｂのような、反射型ゲート線は全て、１つだけ
の包括ゲート線を与えて、反射型サブピクセルの全ての１つの値への高速更新を可能にす
るために、パネル上のトランジスタによって１つに接続するかまたは短絡させることがで
きる。ゲート線を１本おきに短絡させることで、１つおきの反射型サブピクセルの２つの
電圧への高速更新を可能にする、線反転モードをサポートすることができる。
【００６２】
　図９は「インターリーブサブピクセル」構造または回路の実施形態を示す。そのような
構成において、反射型サブピクセル及び透過型サブピクセルは図９に示されるように同じ
行で互い違いに配される。図９において、Ｒ,Ｇ及びＢは透過型サブピクセルを指し、ｋ
１,ｋ２及びｋ３は反射型サブピクセルを指す。ゲート線が(透過型または反射型のいずれ
かであって、両者ではない)同じタイプにしか接続されないように「タイプ指定」されて
いれば、２本のゲート配線は相互に交差して、正しいタイプのサブピクセルに到達するこ
とができる。図１０ａは、交差１００１がある、そのような構成の例である。
【００６３】
　あるいは、図１０ｂに示されるように、同じゲート線、例えばゲート線１０１１ａ～１
０１１ｂが同じサブ行にある反射型サブピクセル及び透過型サブピクセルのいずれにもア
ドレスするようにゲート線を「タイプ無指定」とすることができる。例えば、図１０ｂに
おいて、ゲート線１０１１ａは透過型サブピクセルＲ及びＢと反射型サブピクセルｋ２に
接続されている。ゲート線１０１１ｂは反射型サブピクセルｋ１及びｋ３と透過型サブピ
クセルＧに接続されている。この結果、交差は必要にならない。
【００６４】
　しかし、反射型サブピクセルと透過型サブピクセルが同時にアドレスされるから、黒電
圧と色電圧の間でソース線１０２１ａ～１０２１ｃを時間多重化する技法は用いられない
。代わりに、ＴＣＯＮは透過型サブピクセルにも反射型サブピクセルにも適切な値を送る
ことができる。
【００６５】
　別の実施形態において、透過型サブピクセル及び反射型サブピクセルのいずれにも独立
のソース線が設けられる。図１１は６Ｓ-１Ｇ回路の例を示す。図１１の回路は１本のゲ
ート線及び６本のソース線１１２１ａ～１１２１ｆを備える。ソース線１１２１ａ～１１
２１ｃは透過型サブピクセルにアドレスし、ソース線１１２１ｄ～１１２１ｆは反射型サ
ブピクセルにアドレスする。
【００６６】
　図１２は反射型サブピクセル(ｋ１,ｋ２,ｋ３)及び透過型サブピクセル(Ｒ,Ｇ,Ｂ)に対
して独立のゲート線１２１１ａ～１１２１ｂを有する６Ｓ-２Ｇ回路の例を示す。図１２
の回路はさらに６本のソース線１２２１ａ～１２２１ｆを有する。図１２に示される回路
により、ディスプレイは、一方が透過型で他方が反射型の、２つの重ね合わされたディス
プレイからなるように振る舞う。すなわち、透過型サブピクセルは通常の回路でアドレス
することができ、反射型サブピクセルはそれぞれ自身のクロックレートで動作しているそ
れぞれ自身のドライバを個々に有することができる。図１２はタイプ指定６Ｓ-２Ｇ回路
の例を示すが、タイプ無指定実施形態も同様に実施することができる。
【００６７】
　図１３はいくつかの構成で実施することができる１Ｓ-６Ｇ回路を示す。図１３の回路
は６本のゲート線１３１１ａ～１３１１ｆ及び１本のソース線１３２１を有する。そのよ
うな構成は、ソースドライバが高価であるか、そうではなくともソースドライバ数を減じ
ることが望ましい場合に、有用であり得る。
【００６８】
　図１４は、透過型素子(Ｒ,Ｇ,Ｂ)及び反射型素子(ｋ１,ｋ２,ｋ３)を同時に、ただし相
互に順次に、駆動する２Ｓ-３Ｇ回路の例を示す。第１のソースドライバＳ１(Ｔ)が透過
型素子(Ｒ,Ｇ,Ｂ)を駆動して、第２のソースドライバＳ２(Ｒ)が反射型素子(ｋ１,ｋ２,
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ｋ３)を駆動する。この駆動方式は一時に１つの色をディスプレイに提供する。この回路
は通常のＬＣＤより少ないソースドライバを使用する。この回路は、高速低解像度グレイ
スケールモードも可能にする。全てのゲート線が同時にアドレスされれば、同じタイプの
全てのサブピクセルに同じソース線電圧が与えられるであろう。
【００６９】
　説明した実施形態は全て、３つの透過型サブピクセル及び３つの反射型サブピクセルの
、「６個一組」構造を組み込んでいる。しかし、別の実施形態において、多スペクトル構
成(例えばＲＧＢＹ)を有するかまたは同じ色のサブピクセルを複数有する構造をもつ回路
を用いることができる。
【００７０】
　上記明細において、実施毎に変化し得る数多くの特定の詳細を参照して本発明の実施形
態を説明した。すなわち、何が発明であるか、及び何が出願人により発明であると目され
ているかの単独で排他的な指標は、本明細書に添付される一組の特許請求項であって、そ
のような特許請求項が表す特定の形態にあり、以降のいずれの補正も含む。そのような特
許請求項に含まれる術語に対して本明細書で明白に述べられるいかなる定義も、特許請求
項に用いられるそのような術語の意味を支配する。したがって、特許請求の範囲に明白に
挙げられていないいかなる限定、要素、特性、特徴、利点または属性も、そのような特許
請求項の範囲を決して限定すべきではない。したがって、本明細書及び図面に限定の意味
はなく、本明細書及び図面は例示と見なされるべきである。
【符号の説明】
【００７１】
　１１０，１２０，１３０　　反射型サブピクセル
　１１５，１２５，１３５　　透過型サブピクセル
　１４１，１４２，２１１，３１１，４１１，７０５，７０６　　ゲート線
　１５１，１５２，１５３，２２１，３２１，４２１，７０７　　ソース線
　１７０　　ノッチ
　２０５，３０５，４０５　　ピクセルアレイ
　２１０，３１０，４１０　　ゲート行ドライバ
　２２０，４２０　　ソースドライバ
　２２５　　フラッシュクリアトランジスタ
　２３０　　黒電圧発生器
　２３５，３３５　　タイミングロジック回路
　２４０，３４０，４４０　　タイミングコントローラ(ＴＣＯＮ)
　３２０　　多モードソースドライバ
　５０１　　外部ゲート入力
　５０２　　モード選択信号
　５０３　　反射型ゲート線
　５０４　　透過型ゲート線
　５０５ａ，５０５ｂ　　スイッチ
　７０１，７０２　　ストレージノード
　７０３，７０４　　トランジスタ
　７０９，７１０　　ゲート接続
　７１１，７１２　　ソース接続
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